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北
海
道
千
歳
市[

５
月
22
日]

▼
防
災
対
策

　

千
歳
市
で
は
、
市
民
の
防
災

意
識
向
上
の
た
め
、
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
や
、
地
域
の
将
来

を
担
う
小
中
学
生
へ
の
防
災
教

育
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

総
合
防
災
訓
練
は
、
自
主
防

災
組
織
や
町
内
会
を
主
体
と
し

て
、
救
出
訓
練
、
土
の
う
づ
く

り
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、
炊

き
出
し
訓
練
な
ど
を
、
で
き
る

だ
け
予
算
を
掛
け
な
い
よ
う
に

「
職
員
の
手
づ
く
り
」
と
「
市

民
と
の
協
働
」で
行
っ
て
い
る
。

　

千
歳
市
に
は
、
自
衛
隊
駐
屯

地
が
あ
り
、
そ
の
関
係
者
が
人

口
の
約
３
割
を
占
め
る
「
自
衛

隊
の
ま
ち
」
で
あ
る
が
、
防
災

訓
練
に
も
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

千
歳
市
と
周
辺
自
治
体
は
、

樽
前
山
（
標
高
１
０
４
１
㍍
）

の
噴
火
災
害
に
備
え
て
地
域
防

災
計
画
を
策
定
し
て
い
る
が
、

学
者
の
説
を
超
え
る
規
模
の
災

害
を
想
定
し
て
い
る
。

　

岩
沼
市
は
、
本
年
度
に
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
う

が
、
大
規
模
の
災
害
を
想
定
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

北
海
道
帯
広
市[

５
月
23
日]

▼
広
告
料
収
入

　

帯
広
市
で
は
、
平
成
21
年
９

月
よ
り
供
用
を
開
始
し
た
国
内

第
２
の
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場

に
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
施

設
愛
称
命
名
権
）
を
導
入
し
、

明
治
乳
業
㈱
と
契
約
し
て
い
る

（
平
成
21
年
９
月
〜
平
成
26
年

３
月
）。
施
設
の
愛
称
は
「
明

治
北
海
道
十
勝
オ
ー
バ
ル
」で
、

契
約
金
額
は
年
間
１
千
万
円
で

あ
る
。

　

ま
た
、
自
治
体
財
政
が
厳
し

さ
を
増
す
中
で
、
自
主
財
源
を

確
保
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

広
告
事
業
を
検
討
し
て
き
た
。

費
用
対
効
果
は
必
ず
し
も
大
き

い
と
は
限
ら
な
い
が
、
広
告
を

掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

　

岩
沼
市
と
し
て
の
広
告
事
業

に
つ
い
て
は
、
費
用
対
効
果
を

し
っ
か
り
検
証
し
な
が
ら
、
震

災
か
ら
の
復
興
を
目
指
す
上
で

も
、
積
極
的
に
拡
大
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
。

北
海
道
恵
庭
市[

５
月
24
日]

▼
市
民
参
画
促
進

　

恵
庭
市
で
は
、
地
域
社
会
を

舞
台
と
し
た
人
々
の
交
流
促
進

と
、
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

直
接
的
な
参
加
意
欲
を
生
か
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
「
え
に
わ

ブ
ー
ケ
ト
ス
制
度
」
が
立
ち
上

が
っ
た
。
こ
の
制
度
は
、
支
援

を
希
望
す
る
市
民
活
動
団
体
の

公
益
的
な
事
業
に
対
し
、
中
学

生
以
上
の
市
民
が
投
票
し
た
結

果
に
基
づ
き
、
団
体
に
補
助
金

を
支
給
す
る
制
度
で
あ
る
。
行

政
は
事
務
作
業
等
に
関
す
る
予

算
を
３
０
０
万
円
確
保
し
て
、

こ
の
制
度
を
支
援
し
て
い
る
。

投
票
率
は
目
標
に
達
し
て
お
ら

ず
、
中
学
生
へ
の
浸
透
も
課
題

で
あ
る
。

　

岩
沼
市
に
お
い
て
は
、
東
日

本
大
震
災
後
か
ら
市
民
活
動
の

機
運
が
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
活

発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の

制
度
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
市

民
と
の
協
働
を
進
め
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。

三
重
県
伊
賀
市[

５
月
８
日]

▼ 

認
知
症
地
域
支
援
体
制
構
築

等
推
進

　

伊
賀
市
は
、平
成
23
年
に「
高

齢
者
等
実
態
調
査
」
を
行
い
、

結
果
を
検
討
し
高
齢
者
安
心
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
地
域
包

括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
体
制

を
つ
く
っ
た
。
今
後
の
課
題
は

「
認
知
症
対
策
の
基
本
と
し
て
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
認
知

症
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
。
地
域
に
お
け
る
見

守
り
体
制
を
万
全
に
す
る
た

め
、
継
続
的
に
学
習
機
会
を
設

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
し

て
い
る
。
実
際
に
認
知
症
の
人

を
抱
え
る
家
族
の
介
護
負
担
は

大
き
い
の
が
現
状
で
、
今
後
、

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
増
加
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

岩
沼
市
に
お
い
て
も
認
知
症

は
誰
も
が
抱
え
て
い
る
身
近
な

病
と
受
け
止
め
、
正
し
く
理
解

し
、
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
と

と
も
に
、
適
切
な
接
し
方
を
学

び
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族

を
地
域
全
体
で
見
守
っ
て
い
く

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ

く
り
に
重
要
な
こ
と
と
受
け
止

め
、
支
援
施
策
と
体
制
整
備
の

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

常任委員会の行政調査報告
　５月に三つの常任委員会（総務、教育民生、建設産経）が行政調査を行いました。
　９月定例会において各委員長から報告書が提出され、本会議で報告がありましたので、その概
要についてお知らせします。

調査中の委員（千歳市）


